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Formation　of　an　lnformation　Network　in　Japan

　　　　　　　　　　The　Case　of　NIST　Concept

中　　村　　幸　　雄

　　Yukio　ATakamura

R6s襯6

　　　The　author　gives，　in　plain　words，　the　account　of　how　the　concept　of　NIST，　a　national

scientific　and　technical　information　network　system，　was　formed　in　Japan　with　consideration　of

the　national　situation．　He　gives　the　essentials　of　systems　concept　and　then，　on　the　analogy　of

commodity　fiow，　especially　of　foodstuffs，　defines　the　essential　characters　of　a　scientific　and

technical　information　network　and　concludes　that　the　NIST　concept　satisfies　the　requirements

for　a　national　information　system　in　a　developed　country．
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1．ネットワークをどう見るか

　今までお話して下さいました講i師の方々は，infor－

mationとかdocumentationのfi　eldの中から物を考

える態度で話されました。私はそういう世界の外から物

を考えるという行き方で情報のnetworkという問題を

考えてみたいと思います。

　情報の世界というものは，もちろん常に一つのsys－

temを自然につくっているわけで，一ここでは特にsys－

temという言葉を考え，またそのsystemの一つとし

てのnetworkを考えるわけですが，その場合には，単

に色々な機関が沢山あるということがnetworkだとは，

私は考えません。一つのnetworkがあるということは，

それを構成している要素になる色々の機関とか，団体と

かいうものが，ある条件を備えてなければnetworkに

はならないと考えます。そして図書館のとか，情報関係

の中だけから考えずに，もう少し広い範囲のことを色々

実例にとりながらお話をしてみようと思います。

　それで，先程，沢本先生からお話がありましたように，

NISTのことを説明するのが今日の主な目的であります

が，NISTの正式の発表は「科学技術情報の流通」とい

う表題で政府の刊行物になっています。また同じ内容は，

日本ドクメンテーショソ協会の出版物rNISTとその周

辺（NIPDOKシリe一・一一一・ズNo．12）」にも入っております。

いずれをごらんになっても同じことですが，これらの出

版物の内容と同’じことを述べることは，今日のお話とし

ては不適当であろうかと思います。むしろ，このNIST

というものがどのようにして考え出されたかということ

のいきさっと，それから，この陰にあるものの考え方を

解説するほうが役に立つのではないかと思います。

　さて，初めに，今の日本における情報問題の周辺の状

況を考えてみましょう。現在日本の社会の基礎となって

いる自由主義経済というわくぐみの中ではいわゆる一枚

岩のような統一組織（ある種の人々が非常に好んで口に

する表現ですけれども）をもっということは一見不可能

であります。　非常に堅く統一された組織というものは，

これは本当にものの例えですが，共産主義諸国のような

体制をとっているところでは，可能でありましょう。

これは，たとえばソ連のようにVINITIとか，　TsNI－

IPIとかその他の色々な機関を持っている組織をごらん

になると，そこでは統一された組織というものの価値が

ありますし，またそれが実現しうる条件を備えておりま

す。しかし自由主義経済のもとでは，ことにそれが日本

のような経済大国のレベルに達しているところでは，そ

ういうことは実行上できません。

　しかし，同’じ自由主義経済の中でも，国が小さい場合

とか，あるいは経済的に小さい国である，いいかえます

とdeveloping　countriesであるというような場合には，

この一つの組織ですますことが可能であります。そうい

う場合は，要するに一つの機関しかないから，たくまず

して統一・があるというのにすぎません。ですから，それ

は一見合理的な組織であるかのようですが，その国が発

展すれば，この統一はまもなく崩れます。現在の日本に

おきましては，経済の規模からして，必然的に多数の独

立した色々な機関が独立して活動を行なっており，その

間に我々はcoordinationを考えることはできますが，

各機関を厳密な意味で統制することは難しいわけです。

現に，日本におきましては，いわゆる民間機関の行なっ

ている情報活動の総和の方が，政府関係で行なbている

情報活動の総和より大きいわけです。これは，はるかに

大きいといってさしつかえありますん。従って，民間機

関の間には，当然ながら重複が起ります。その重複分を

差し引いたとしても私は民間活動の方が政府活動より大

きいと思います。これははっきりしたデータがあるわけ

ではありませんが，私の感じとしてそういう風に申し上

げてよいと思います。

II．多数と重複

　この場合に重複があることを非常に嫌う方々がありま

す。これはよく議会の先生方とか，政府の一部のお役人

のような方々は，それは極めて無駄なことだという考え

方を持っておられます。そして，そういう方がよく言わ

れることは，「統一ある」或は「整然とした」というよう

な言葉を使って表現される状態を希望されるけれども，

これは，我々の国のような経済組織を持っているところ

では，一切の重複を取り除くということは絶対に不可能

であります。そういう体制のことをアメリカ人は，plu－

ralisticという，うまい言葉で表現します。これは，ま

あ，なんといいましょうか，「複数主義」と申しますか，

同じような機能を持つものが複数あることを初めから容

認、して，その上でどういう風にしたらいいかを考えてい

こうという意味です。それは，もう一つのアメリカ人の

好きな表現である，diversi丘cation　ということにも当

然関係があります。

　経済的に発展した大きな国，たとえぽ日本（面積的に
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は非常に小さい国ですけれども，人口および経済規模で

は大きな国）のようなところでは，こういう体制をとら

ざるを啄ません。従って色々な活動には，いわば一種の

無駄なような要素あるいは「遊び」のような要素があり

ます。それを我々はredundancyという言葉で表現し

ます。Redundancyがない方がいいというのは，これ

は旧式な考え方であります。我々は適当なredundancy

がなければ物事はうまく回転してゆかないと考えるわけ

です。たとえば色々な機械のシステムの中におきまして

も常に適当なredundancyを与えるということが，そ

の機械システムをうまく動かす為には必ず必要でありま

す。これは，非常に沢山の経験から，そういうことがよ

く分っております。

　さて，我々は，物が非常に乏しい時代におきましては，

これは丁度developing　countriesにおける状態といっ

てさしつかえありませんが，そこでは欠乏の状態にある

が故に一つのものしかない，統一されたものがある。し

かし，豊富の時代においては物が沢山ある。従って，そ

こにはdiversificationがあるし，　Pluralisticであるこ

とを前提にして考えますと，一部の人のいうように，こ

れは混乱の状態であるから困る。だから統一しなければ

ならないんだと言われるけれども，実はそうではないの

です。

　非常に沢山のものがあって，それぞれが別々な活動を

していて，ある場合には重複：もしているとしても，それ

らがもし共通の目的をもって活動することができるなら

ば，そこにcoordinationということが必要になってく

るわけです。多様化している，つまり，diversi丘edと

いう状態においても，たいした混乱なしに物事が整然と

行なわれるという状態がありうるわけです。それを我々

はシステムであると考えます。

　これは，一種の定義みたいなものですけれども，シス

テムというものは沢山の要素からでき上っているところ

で混乱が無いようなものがシステムであります。だから

システムがもし実際に存在するならば，我々は現代にあ

っても無駄の少ない行動をとることができるわけです。

システムとはそれならば何だということが問題になりま

す。尚，その時に我々は，このdiversi丘ed　とかPlu－

ralisticということは，色々なorganizationが沢山あ

るということだけではなくて，仕事の仕方についてもや

はりこの多様化ということを考えてみることができま

す。たとえば，よそとの連絡が非常に少ない時代，つま

り旧時代といった方がよいかも知れませんが，その旧時

代においては自分の所ですべてを賄う，いわゆる自立経

済であります。自立経済的な考え方で，autonomousで

あることは結構なことだけれども，経済的にはいわゆる

autarchyをやっている。よその力を使うということは

しない。しかし，色々なものがあって，色々な機能があ

る時になりますと，自分自身でやることが不適当なこ

とは他の人に頼む。またその逆もある。他の方から又，

そういう組織の上でのdiversification，行動の上での

diversification，こういうものをまとめてゆくのがシス

テムだと考えます。

　　　　　　　III．システムの特質

　そこで，私は，ごく簡単にシステムというものの特性

をおさらいをしてみようと思います6ご存知の方が多い

ことですけれども，念のために申し上げるわけです。一

つのシステムが存在するためには，次の条件を満たして

いなければならない。まず第一に，共通の或は一つの目

標がある。次にシステムは必ず複数の要素から成り立っ

ている。むしろ多数の要素といった方がいいでしょう。

多数の要素から成っているがそれらの間に共通の目的が

ない場合は，この要素はシステムを構成しません。この

システムを実現するためには，三番目にこの要素の間に

communicationがなけれぽなりません。このcom・

municationもよく考えますと，一方的なcommuni－

cationではなくて，、両方からcommunicationが交差

する，つまり両方向的なcommunicationがどうして

も必要であります。

　これだけの条件をもっているものは極端にいえば，何

でもシステムであるといって差支えないわけです。そう

いう風に考えますと，我々の周囲には非常に沢山のシス

テムがありますが，しかし条件の満たし方によっていい

システムと，あまり良くないシステムとがあることにな

ります。そうするとその次の段階として最適化optimi－

zation　ということをらやざるを得ない。こういう風な

順序で物事が進んでいくわけであります。そこで，尚，

こういうような観点で，例えば，現在ある不完全なシス

テムを改善しようと思う。その場合には，我々は何をす

るかというと，システム分析ということをやります。シ

ステム分析をやる時には，つまり，こういうことがどの

程度実現されているかを調べれば宜しいわけですが，勿

論，その中には，いくつかの具体的な手法があります。

例えば，この要素になるもの，これは一名サブシステム

と申しまずけれども，サブシステムの機能functionの
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分析をすることから普通始まります。ある機能は本質的

な機能であるか，或はたまたまその時に起った副次的な

機能であるか，を見分けることが大事です。機能がわか

ると，その次にこの機能の定量的な把握が必要になりま

す。それをやるために，普通よくやりますのは，一つの

サブシステムに対してのinputとoutPutの観察或は

分析をして，数量的な把握をします。それによって我々

はこの機能を理解するうえで大へん大きな助けとなりま

す。

IV．システム設計

　さて，システムの分析ということが一応できますと，

それをもとにして，この最適化の方向へ動くことができ

ます。また新しくシステムを作り上げたい時は，これは

システム分析ではなくて，システム設計ということにな

ります。実は，この分析がある程度できていませんと，

設計はできません。普通，このシステム設計をやる時は，

どんな順序で我々が仕事をするかと申しますど，まず第

一に，先程言いました分析が終ってなけれぽいけない。

次にそれに基いて，諸要素の目的（すなわちシステムの

もつ目標）や目標実現のために必要な機能を全部列挙し

なけれぽなりません。この機能にもし欠けているものが

あるなら，全体としての目的達成ができませんから，機

能をまず列挙する。それに仕事を分配してやる必要があ

ります。で，その仕事の分配については，この最適化を

あとでするわけです。それから，もう一つは，システム

というものは固定してない。つまり，時間的に常に変動

するものであるという前提を持っております。従って，

時間的な変動を考えるには，現在どの位のスピードで変

っているかを知ること，或は将来の変動の予測をするこ

とも必要です。そうして，一応のシステムが形の上でで

きるわけですが，実現をするためには，今度は，要素間

のcommunicationがうまく進むように手段をこうじな

けれぽいけません。その場合に一番問題になるのは，こ

のcommunicationのprocess或はprocedureという

ことの標準化が必要になります。さてこれだけの準備が

整いますと，その次にシステムをつくるための経費とか

或は人員とかの算定ができます。で，これで一通りのこ

とが終るわけですが，しかし，我々は一つの設計をした

時には，必ずその後で，評価をしなければいけない。或

は評価というよりは，テストというほうがよいかも知れ

ません。テストすることは，つまり評価することの一つ

の手段でありまずけれども，評価というと，何か机の上

でやるとのようにお考えでしょうけれども，テストも立

派な評価であります。さてその結果，我々は我々の設計

が悪いとなれば，もう一ぺん上のprocessをやり直す

わけであります。それの繰り返しによって我々はその本

当の意味での最適化が図れると考えております。以上が

ごく簡単にこのシステムというものの特性とシステム設

計をやる普通の考え方であります。これを頭の中に入れ

ておいて頂きますと，実は，NISTを考えた時の筋道が

皆さん方にたやすく解って頂けるからです。

V．情報とは何か

　しかし，そこにいく前に，今度は，我々は情報という

問題についてもう少し別な観点から考えてみたいと思い

ます。これも日本の方にわかりやすいような例をあげま

しょう。情報の問題につきましては，情報の生産或は発

生という問題と，情報の流通という問題とは，かなりは

っきりと区別をして考えるべきものであろうと思いま

す。従来，こういうことに対して，あまりはっきりした

考えがありませんので，ごちゃごちゃに物を考えて議論

をすることが多かったようです。

　この区別することは，いきなりやろうとするとなかな

か難しいわけです。そこで我々は物を考える時にモデル

をとって考えるやり方をとります。従ってなにか適当な

モデルがないか，理解し易いモデルがないかとさがして

みますと次のようなものがあります。

　それは，我々の生活を支配している商品です。商品の

発生というのは，普通生産という言葉に置き換えられま

す。これは工業製品であれぽ，生産といいまずけれど

も，これが例えば農林水産業のようなものであれば，必

ずしも生産とは申しませんが，ここでは生産という言葉

で勘弁して頂きます。しからぼ生産があいさえずれば，

物事がすべてうまくいくかというと，そうではなくて，

明らかに，生産されたものを我々利用者まで届けてくれ

る手段が無いとうまくいきません。

　例えば，魚は沢山捕れた。しかし荷が捌けない。だか

ら，漁港の附近に，臭いにおいを出して沢山捨ててある。

或は信州でキャベツが沢山できたけれども荷が捌けな

い。しょうがないからトラクターでキャベツをつぶして

それを肥料にしょうという，馬鹿馬鹿しいことが現実に

起る。それを救うものは，いわゆる物の，或は生産品の

流通ということです。それを普通簡単に物流という言葉

で表わしています。つまり，commodityのflowであ

ると表現します。
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VI．物流と情報流通

　ところで我々の情報の問題が実はこれによく似ており

ます。ここでもう一つ条件を加え，単なる生産品である

よりも，生鮮食料品をもってくると大へん分り易い。何

故ならば，生鮮食料品では必ずその鮮度が問題になりま

す。鮮度ということは，つまり，生産されてからどの位

の時間が現在までに経っているかということです。つま

り，時間の関数で商品の価値が変ってゆくようなわけで

す。これは情報にとっても同じことがありまして，少な

くとも科学技術情報に関する限りは，情報の価値は時間

の関数です。古い情報は値うちが段々小さくなって参り

ます。

　それと同時にもう少し違った類似性があります。生鮮

食料品は，どんどん放って置きますと腐敗したり，変質

したりいわゆるdeteriorationということが起ります。

しかし，それをある場合には，止めることができます。

例えば，大きな冷：蔵設備のある倉庫をつくって，そこへ

貯蔵することができます。例えば，大西洋で捕れたイカ

を何千トンと冷凍船に積んで持ってきて，日本ですぐ食

べるかというと，それだけのイカはすぐ食べられません。

そこで海岸近くにある大きな冷凍倉庫に入れ，ここから

小出しに市場に出します。そういう操作によって我々が

いつでも，例えばイカならイカを利用できる可能性が生

まれてくるわけです。そこで貯蔵という問題すなわち，

どんな貯蔵の手段があるか，それがどんな効果を流通に

及ぼすかということが大切です。

　我々の情報につきましても同じことを考えます。そこ

で我々は情報の貯：蔵とは普通いいませんで，蓄積という

言葉を使ってますが，同じ，storageであります。そうい

う意味でもここの所に多分に共通性があります。それで，

我々はこの物流ということがうまくいっていないと，我

々はお腹がひもじくなったり，あるいは高い物を食べな

きゃならない。大根一本が200円とかいう時代が現にあ

る。そういう事態を防ぐには，この物流の改善をするよ

りほかない。それに対して我々は相当な手だてを講ずれ

ば，第一その入手が容易になる，第二に安くすることが

できる，ということで本来の目的が達成できます。

　情報の場合でも同じで，いったん情報が発生していれ

ぽ　（発生してなければだめですけれども），我々はこの

流通過程を整備することによって，いつでも情報を安く

入手することができる。つまり，いつでもおいしい秋サ

バが食えるとこういうことであります。

　さて，この流通過程が良く整備されておりませんと，

例えば，あるdeveloping　countryにおきましては，

国のある部分では過剰生産が起っているのに，他の部分

では飢饅が起ったりします。それは両地域間のtrans－

portationが無いからだと普通いいますけれども，trans－

portationはこの物流を起すために必要な手段でしかな

いわけで，実際，大事なことは物流ということでありま

す。情報の場合も同じことでありまして，情報の発生が

相当程度あちらこちらで起っている。しかし，何処にど

ういう情報が発生しているかを皆さんに知らせ，それを

流してあげる手段が無いならば，情報は入手できないこ

とになります。ことに科学技術情報の場合に，この情報

の発生を司る人，或は，これに関係が最も深い人はいわ

ゆる科学者であります。科学者達は，ほっておいても情

報を発生致します。ほっておいてもというのは，極端な

言い方ですけれども，適当な餌と時間を与えれば，彼ら

は鶏みたいなもので，卵を生みます。その卵を腐らせて

はいけないわけです。これを需要者の所に運びまして，

食べてもらわなければいけない。そうでないと金の卵も

何の値うちもないわけです。では運ばれてゆく先の需要

者は，誰なんだというと，ある場合には，これもまた科学

者であるが，科学者でない場合もあります。科学者自身

は自分達が発生した情報を何とかして記録にとどめてお

きたいという欲望までは持っておりますが，これをよく

流通させることについては，それ程の熱意はありません。

VII．流通業者抜きの情報組織

　しかし，全然ないことはない。例えばUNISISTを

最も熱心に主張した人達は科学者自身であります。この

動きに，いわゆる情報関係の人はごく僅かしかタッチし

ていません。科学者が，需要者としての科学者が，どう

も今のその流通システムには何か少し困るところがあ

り，また情報のproducerである立場からみても何か少

し不満がある。そういうことで，文句を言い出したのが，

私はUNISISTの起りだと思います。それで，例えば，

UNISISTの今度の会議の内容をつい先日，　FIDの会長

のRalph　McBurneyが色々話をしてくれたのを私は聞

いたわけですが，彼が笑い話のようなことを言いました。

色々な国の科学者や，或は時には政治家のような人が，

色々意見を言ったけれども，情報問題の取扱い者，つま

り，情報の流通に関係する人の発言が今まで非常に少な

かった。科学者は，そういう人達に相談をすることをあ

まりしなかった。これはおかしいんじゃないかという
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発言がFIDの人達から出てきた。それは当然でありま

す。つまり，お百姓さんと，団地の奥さん方だけが大根

の生産が悪いとか，いや大根がうまく手にはいらないか

と言っているだけで，八百屋に少しも問題の解決をもち

かけて来ない。それがかつてのUNISISTの状態では

なかったか。やっとこの頃になって，やはり流通業，つ

まり青物市場とか，運輸とか，小売商とかそれらをひっ

くるめた物流関係と話しをしょうということになったわ

けです。そういう風に考えてみますと，ここにいらっし

ゃる皆さん方は卸屋であったり，或は小売店であったり，

ある場合は単にリヤカー引っ張ってる位かも知れません

が，情報の流通を司っている専門家達なのです。

　そこでもう一つの問題を私は提起致します。いままで

物流と情報の問題を比較しましたけれども，まだこれで

は不正確な所があります。物流の場合は，物或は商品

（commodity）という言葉で言って頂くといいと思いま

すけど，その流通を考えています。そうしますと現在流

通にはかなりの注意が払われていまして，大規模な流

通機構が存在しています。その場合に普通の人は注目し

てないが，実は非常に大事な問題があります。それはこ

の流通過程に付随する情報組織というものであります。

この組織で出てくる情報（例えば大根の流通に関する情

報）を聞いただけでは，我々はお腹がふくれません。し

かし，お腹をふくらませるためには，情報がないとうま

くいきません。非常に広域経済になってあちらこちらで

生産が起る。消費者もまた分布している。その間で流通

をうまくやるためには，流通のための情報というものが

必要であります。

　現実に皆さん方はお気づきになってないと思いますけ

れども，例えば三陸沖で魚が捕れる。その魚を何処に持

って行くか，ということはあらか’じめ決まっているわけ

ではありません。漁船は無線を使いまして，方々の魚の

市場の市況をすぐ聞きます。そして市況の一一番いい所，

自分の商品が高く売れるような所へ運んで行きます。し

かし，それでも，下手をすると運んできた時には，もう

値が下っているかも知れない。そこで，如何にして，最

も新しい情報を手に入れるか，その情報によって自分達

の行動をどう変えるか（それは一種のfeedbackであり

ますが）。そのためには情報組織というものが非常に大事

であります。これに使う手段は単なる無線の場合もあり

ますし，普通の電信電話設備の場合もありますし，或は

又，もっと簡単な情報組織の場合もあります。とに角，

特定の商品の物流のために専門の情報網というものがち

やんとできております。

　さて，この商品に対応して我々はinformationとい

うものを考えます。このinformationの流通を我々は

良くしたいわけです。そうしますと，商品の流通にあた

るのは，情報の流通であります。すると物の流通に必要

な情報があったように，情報の流通に必要な情報という

ものがあるわけです。従って我々は情報には二種類があ

ると考える。つまり，第一は我々のお腹をくちくする情

報で一次情報とよび，第二は，その第一の情報がうまく

届くようにするための情報でこれは，二次情報とよびま

す。そこまでいうと，皆さん方にこの意味がよく分って

頂けると思うわけです。全国的な情報組織を考えるにあ

たって，まず大事なのは，勿論この一次情報の有効な利

用です。しかし，一方で流通過程のための情報，すなわ

ち，二次情報も考える必要がある。従いまして，NIST

の構想をごらんになりますと，そこで非常に多くの部分

が，この二次情報の問題に当ててあります。そこで，物

の場合ならば，商品を作り出す人に相当する科学者が

NISTはおかしい，あれは卵を生むことを一切考えない

で，卵を運ぶことばっかり考えているじゃないかと批評

しました。そして我々は卵が生みたいんだ，何とかもう

少しよく生めるようにしてくれ。こういうような表現で

おっしゃったことがありました。それは，科学者という

ものは，光を与えてやり，食牛ならぽ餌を与え，ビール

を飲ませてやると，おいしい肉をつくってくれるわけで

す。我々はそのおいしい肉が腐らないように，また皆さ

ん方が欲しい時に届ける必要がある。我々は流通業者で

あります。従って，我々は一次情報は生まれるものと仮

定して，その次の二次情報に一番大きな関心を持つこと

になるわけです。決して一次情報のことを無視している

わけではない。こういう対比のもとに我々はNISTの

ことを考えております。

VIII．二次情報

　さて，二次情報について考えますともう一つ問題があ

ります。二次情報についても生産ということと，これを

配布するという問題とあります。これは一りの生産会社

のことを考えて頂くと分ります。商品を作り出すのは工

場であります。配布するというこはと会社でいえば営業

の立場であります。ある会社がもし工場で生産を非常に

熱心にやるが，営業の方が足らなかったらどうなると思

いますか？　こうなれぽ，工場の出口に製品の山ができ

てしまう。当然物が売れないからお金が入って来ない。

一一@66　一



Library　and　lnformation　Science　No．　10　1972

従ってその会社はまもなくつぶれる，ということになる。

我々は情報の問題についてもこの二つの機能が入用であ

ることは頭の中では知っております。しかし体でもって

は，あまり知っていない。従って，生産することには極

めて熱心だけれども，営業することについてはあまり頭

を使ってない。ですから，今までの欠点を直すためには，

この営業的な面をどういう風に改善するか十分に考えな

いといけない。物を作れば自然に捌けて行く。良い物を

作れば，どなたかが買って下さるという考え方がありま

す。これは非常に古い精神であります。

　製品を水道の水の如く供給しようと言ったのは，ある

有名な関西の大メーカe一・一・・の創立者でありますけども，水

道の如く供給するといっても，水道には配管があるから

水が我々の手にはいる，配管が無ければ，如何に宇治川

の水を浄水しても我々は飲めない。その配管を造ること

は，これすなわち，営業の仕事であります。

IX．生産と流通の分離

　この生産の機能と配布の機能ということは，はっきり

分けて考えなくてはいけない。一人の人で両方やること

ができるのは本当の手工業か，町工場のおやじさんの場

合に限る。町工場ですと，おやじが社長であって朝のう

ちは一・生懸命になって旋盤を回して何か作っている。午

後になるとリヤカe…一一を引張ってお得意先に届ける。それ

ができるのは，高々，数名程度の規模の企業でしかない。

何百人と人を使うような大きな情報産業の機関があると

すれば，そこらでは，もうそういうことはできない。は

っきりとした営業的な立場の人がなければいけない。情

報関係者にこの機能の分化ということが十分に意識され

てない。機能の分化とは，これはシステムを考える時の

第一の要素であります。そういう意味で我々には欠陥が

あったと思います。

　そこでこの「営業」についてもうしばらく時間を頂い

て，皆さん方の記憶を新たにしょうと思います。営業と

いうものは単にできあいの商品を売りさばくだけではな

い。営業の人の大事なもう一つの仕事は，お客の要求を

つかみ出すことであります。例えば，セールスマンが方

々の団地を回って歩く。勿論，第一次的には，この製品

は如何ですか，といって自分の手持ちの製品の中から最

もその人の嗜好に合ったものを見つけ出して，それをう

まく売りつけるということであります。しかしそれと同

時に，どうも最近は，こういう需要が出ています，こう

いうものが欲しいという要求を沢山聞かされます，とい

うことを，会社に帰ったらすぐ報告をしなければいけま

せん。同じ，営業部の中には，そういう要求を聞き，これ

を分析して如何なる製品を作ればいいかということを考

える；機能つまりmarketingをする人がちゃんといる。

　大事なのはお客のその欲望です。そのお客の欲望とい

うものは，非常に多様であります。従って営業活動は必

然的に多様化に取り組まざるを得ない。これが窮乏の時

代だと違う。売る物は一品種しかない。いやなら買わな

くていいですよと言って澄ましてられるわけです。私

は，昔から電電公社にいたんですけれども，電電公社と

いう所は，その窮乏の時代の風潮に慣れております。で

すから，電話器には黒い電話器しか用意してない，これで

文句を言うな，いやならっけるのをやめなさい，という

考え方です。ところがお客さんの方はそうじやない。う

ちは，部屋のじゅうたんがこの色だ。壁はこの色だ。そ

うすれば，その中間にある電話器には，この色が欲しい。

これは欲望の多様化であります。それに合った商品を提

供しないと，お客がそっぽを向いてくるわけです。それ

をくみ上げて，色の色々変った電話器を提供しなければ

だめですよということを言わなければならない。営業は

どんな色の電話器がどの位需要があるのか調査をしなく

てはいけない。そして需要に対応した生産を工場側にし

てもらう，そういうことも従来情報関係者の間では非常

に無視されていたと思います。しからば，この営業活動

は一つの会社（つまりある決まった種類の商品を生産し

ている所）に所属している。そこのものに，一つの営業

所があるのが普通であります。従って，例えば電機会社

の営業所では，電気製品しか扱いません。そこではプラ

スチックのものとか繊維品は扱ってはおりません。しか

し，では営業活動はすべてそういうものだけなのかとい

いますと，必ずしもそうではありません。

rr 坙{には総合商社というものがあり，非常にうまくい

っております。これをアメリカの言葉に翻訳しようとす

ると困ってしまいます。御存知ですか？　日本では一つ

の商社が色々の製品を取り扱います。そのことによって

各種の製品の相互間にcommunicationをある程度作

り出して，相補的な商売をしょうとする。そういう態度

はアメリカではconglomerateと言います。これは普

通生産についてよく行なわれていますが，流通について

あてはめればまさに今日本の総合商社がやっていること

であります。ここでは，一つの大きな商社は色んな商品

を取り扱います。但し，勿論，departmentが沢山あり

まして，その各departmentは一つの分野しか扱って
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おりません。しかし，departmentとdepartmentの間

には色々なCOmmUniCatiOnがあります。それによっ

て，例えば新しいprojectを起こすというようなこと

をやっております。例えばある国には繊維製品を沢山売

るけれども，向うからは，全然違う物を買って来る。し

かし，それが，一つの総合商社という枠の中で行なわれ

ているがために，商売が成り立つことが分かります。従

って，この営業ということは，単一商品或は単一品種に

ついてだけしか行なえないと考える必要は少しもないわ

けであります。適当な条件があれば非常に多数の商品を

扱う営業というものも可能なことであります。

　そういうような前提に立ちまして，我々はNISTを

考えているわけですが，しからばNISTにおいては今

まで申しましたようなことがどのように現われている

か？　NISTそれ自身は単なる構想にすぎませんから，

まだ何も実現されてない。ただ立案されていると言った

方がいいでしょう。まず，我々は二次情報について非常

に重きを置いているが，二次情報も生産しなけれぽ無い。

勿論，例えば著者抄録というようなものがあるからいい

じゃないかとおっしゃるかも知れませんが，それは限ら

れた範囲であります。そこで，二次情報を生産する機関

が必要である。我々はこの機関の活動を考える時に，対

象となる分野は広いのでそれは適当な規模において分割

されていてもいい筈だ。これを無理に一つにすることは

何も必要がない。つまりdiversi丘cationです。従って，

この二次情報の生産工場のことを我々はNISTではOP－

erating　centerという変な名前を付けました。名前は何

でも宜しいので，これは仮の名前です。例えばそういう

ものが三つあるように図に書いてある。三つでなくても

宜しいのですが，とにかくこれは工場であります。営業

が必要だということを私は先程申しました。営業という

ものは非常に多勢のお客を相手にするこ。の場合nation・

al　systemを考えるならば，日本中の人を相手にする。

そうすれば，営業の組織は地理的に分布してなければな

らない。そうなりますと，NISTの構想図の中で営業を

取り扱う機関が各地域ごとにあることは少しも不思議で

ない。例えば，これが「地域サービスセンター」の一つ

は九州地方にある。また中国地方にもある。まあ，適当

な規模において分かれているとします。その中でもお客

の数が非常に多い所は，地域として狭くともそこだけで

独立した営業所があっていいわけです。これは決して行

政区画かなんかによって決まるんじゃなくて，お客によ

って決まるものであります。

X．総合商社的営業

　さて，この営業所というものは，我々は総合商社であ

ると考えます。従って，色々なoperating　centerから

出た商品はどの営業所へも届いて来なければ困る。しか

し，ストックの状態は違うかも知れない。お客の需要が

多い所はストックを沢山持っていなければいけない。し

かも，この生産されたものが情報であり，情報の価値は

お分りのように時間の関数であります。生鮮食料品では

生産地から消費地まで品物が流れて来るスピードは速く

なければくさってしまう。寿命のある情報の場合も，製

品を流すのは高速でなけれぽいけないという条件がつき

ます。

　それから情報の内容は，ある場合には，刻々に変って

いくわけです。ですから，製品のリストを考えましょう。

普通営業所はカタログを持っていますが，商品の方が毎

日内容が変っていきます。ですから我々はカタログを毎

日作り直さなければいけない。一年前の商品のカタログ

を見せて契約をして，品物が着いてみたら違ってたとい

うのでは，これはお客さんに対して申し訳ない。大抵お

客さんは，新しい品物を持ちたがっている。問合わせた

らば，一年前のカタログしかありませんが，これで我慢

して下さい。それでも，わたしは月給はもらえるから安

心でございます。そういう発想では営業活動は成り立ち

ません。会社の営業というものは，そんな生易しいもの

ではないのです。とにかく製品の変化は販売する所に速

かに伝わることが必要です。

　さて，二次情報には生産工場があるといいましたが，

生産工場は一つに限りません。Operating　centerは複

数個あります。しかしこれらで作るものは，極端な言い

方をすれば，量産規格品です。多くの人は量産規格品を

非常に欲しがるというより，それを使わざるを得ない。

しかし，場合によっては，例えば値段は高いかも知れな

いが，特殊化した品物を欲しがる人もある。或はそれは

本当のhandicraftであるかも知れません。そうなると，

こういう特殊な品も営業所は供給しなければならない。

従って営業所は街の中の職人の作業所にもつながってい

なければ困る。これはこの特殊化した商品の数が多けれ

ば多い程，町工場の数も多いわけだから，困難になるが

連結してなければならない。

　これらの商品は地域サービスセンターという卸売業を

通じて，小売店に分けてやらなければならない。小売

店には店舗が入り用です。リヤカー引張って行なう商売
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もありますが，それにもリヤカーは必要だ。つまり商売

のため商品を少なくとも見せる設備が必要です。それが

なければ小売商は成り立たない。この小売商から団地の

奥さん連中が沢山買うという風になっていれば宜しいわ

けです。この小売りの店舗に相当するものを我々はter－

mina1という言葉で呼びました。　termina1というのは

要するに名前の通り，情報の流通の一番最後の所である

わけです。それから，電気通信の言葉で言いますと，こ

れが活動するためには，一定の道具がいる。それを普通

terminal　equipmentといいますが，その機械がある処

という意味でもtermina1といってよい。

　さて先程私が申し上げたことをもう一度思い浮かべて

いただきたい。salesmanというものはお客の情報を吸

収しなければいけないといいました。それは卸売りでも

そうであるし，termina1でも同じです。従って今度は

客に関する情報がtermina1から地域サービスセンター

を通って適当な所へ上ってゆく。ここで上る，下がると

いう言葉を使うと役人的感覚でいけないかもしれません

が，とにかくfeedbackが必要なのです。これでさきに

申しましたシステムの条件をだいぶ満たすようになりま

した。

　しかし，まだsystemとしての一番大事な共通の目的

を持つという点において欠けています。それをするため

には，このシステム全体の動きを調整（coordinate）す

るものが必要であります。従ってそれが，上にあろうと，

脇にあろうと，何処でもいいのです。図では「中央調整

機能」が上に書いてあるからといって，けっしてこれが

高級であり，他は低級機能なのだという意味ではありま

せん。とにかくcoordinationをする所が必要なのです。

この中央調整機能は人間でいえば，脳の役をしてくれる

わけです。これがあって初めて共通の目的が持てますか

ら一つのシステムが完成するということになります。

　しかし，これ以外に，まだ，いわば付加的な要素が沢

山入り用であります。そういうものは例えて申します

と，こういうシステムは先程も申しましたように，時の

関数である。従って，その機能が時とともに変わってい

くときには，新しい機能が要求されるに違いない。だか

ら新しいものを作り出す能力がなければいけない。その

ために，我々は，上の右側に示したように研究とか開発

すなわちR＆Dをする機能を必要とする。また今日の

話しではあまり触れないけれども，NISTの中にもあと

まで残しておかないと困るような商品も若干ある。ぞう

すれば，そういう商品を入れておく倉庫が入り用である。

つまりdeposit機能が必要です。或はこの機能は，地

域別にもまた全国的にも入り用なのかも知れない。従っ

て構想にはそういう機能も入れてあります。

　またシステムというものは当然人間が動かしています

から，その人間を訓練する機能も必要である。そこで

「研修機能」というものが中央調整機能に関連して設け

てあります。

　その次に入用なことは，今度は各機能を数値的につか

むことです。そして，ここからどれだけのものが流れ出

し，どこかへ行く。よって，ここの所はどの位の容量に

設計しなければならないかを決めます。これがシステム

設計としては次の段階になります。しかし，NIST構想

の答申書は数量化の前の段階で止めてあります。これは

何故かと申しますと，NISTは別に命令して作るもので

はない。皆の力で作り上げるものであるし，関係各機関

がこういう共通のimageのもとに，自分の所はこうす

るという案を多分出してくれるであろうと考えたからで

す。

　そうして具体的な案がどんどん出てくることを待って

いる。しかし，それと共に，このcoordinationをやる

所だけは早く作らなければいけない。それがこのNIST

の答申案の考え方であります。これだけにとどめたのは

如何にも無責任のようにも聞えます。また一見無責任ぶ

りにより生じたような事態が，現在目にとまりますが，そ

れが最終的な結果だとはいえません。といいますのは，

こういう構想ができると，例えば，おれはoperating

centerを作りたいんだという機関も現われます。また

ある分野では皆で作れ作れと言っているのに，どうもお

れはイヤだといって，しり込みをしている所もある。そ

ういう所にNISTという大きな枠を与えることによっ

て，今までなかなか認められなかった新しい活動に大き

な論拠ができた。少なくとも大蔵省の主計局を説得する

ためには大へんいいものができた。そういう状態を作っ

たことが大へん大きな役割だと考えています。

　たとえばhandicraftを作るような小さな店を，私は

この頃暇だから，少しやってみたい，いやアクセサリー

の小さなお店でも経営してみたい……これも大へん結構

です。そういう方には，アクセサリーの店ならば，こう

いう枠の中に入り，こういう所に卸しがある，その下に

voluntary　chainがある。そこに製品を流せるのだとわ

かれば，意慾もわくでしょう。ここがimageというも

のの大事な点であります。この総合的なimageを推進

するということは，国つまり政府といわゆる民間との共
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伺によるより他ありません。そういう体制をつくり出す

ということがまず第一の問題であります。

　以上で，このNISTという考え方が決して偶然にで

tきたものでもないし，といって，そんなに理詰めにでき

たものでもないけれども，あくまでも日本の実状の上に

立って，こういう案は考えられていると申しあげたいの

です。

XI．　NISTに対する誤解

　最後にこのNISTの案に対する若干の誤解が世間に

あります。そのうちの主要なものをあげて少しの説明を

したいと思います。一部の新聞の方は，これをごらんに

なって，これはどうやら政府のための情報組織らしいと

理解したらしく，政府だけのためにこんなものを作ると

はげしからん，そういいましたけども，これは全然違い

ます。我々は主体が政府であるなどとは毛頭思っており

ません。何でも宜しいです。極端にいえば株式会社であ

っても宜しい。財団法人でもいい。或は，政府機関でも

いい。政府機関であることを拒否はしません。従って，

それは各機関のその発意に待つわけであります。

　それから，逆な立場の意見もあります。図のなかで一

番下に，「団地の奥さん方」という表現をしたuserが

あるわけです。・民間機関というものはuserの立場にだ

けたって，ただ有難く情報を頂戴するだけだと考えてい

る方が一部にあります。これも誤解です。それではこう

いう大きなシステムは動きません。必ずやuser自身が

また情報のproducerでもあるわけです。実際にそうい

う人達から情報をくみ上げるという働きが，図の上から

下へのコースを逆に伝わっていかなけれぽならないので

す。それもここでは考えています。

　また，別のある方々はいいます。こういうようなもの

ができてしまうと外国との交流が妨げられる。何故なら

ば，例えば日本のあるuserが外国とcontactしうよ

とする時に，最下段から最上段まで全部通って行かなけ

ればcontactできない……，そういうことにされたら

自分の商売あがったりだと。事実はそうではありませ

ん。この情報的な仕事にも色々の段階があります。na－

tiona1な立場で対応しなければいけないことも，また一

userの立場で対応していなければならないこともある。

或はたとえでいうなら，handicraftのある店が，アラ

スカのhandicraft’ ﾌ店と何か提携したいと思うなら，

それはそれで結構であります。但し，その時には，こう

いうchainになっていれば，これは益々利点がある。

私は自分の作った物以外にはアラスカの白熊の皮で作っ

たhandicraftも売っておりますということになるわけ

です。これは一向差支えないわけです。お客が増えるか

ら，その方がいいわけであります。輸入するのは，ご随

意におやり下さい。この全体の機能を害さない限りにお

いては自由ですと，いうことが言えるわけです。

　それから一方，非常に大きな規模のもので，例えば

UNISISTというようなものがもし来たら，現実に今来

つつあるわけですけど，ここの一　user或はhandicraft

の店一軒では，対応できません。国全体としての組織が

なければそして自分の国の中の情報を必要なものは何時

でも引張り出せる，或は探し出せるという所でなければ

対応ができないわけです。従って，世界的な大組織に対

しては，こういう全国的なnetworkが必要であります。

　五番目に，こういう意見もありました。こういう

networkというのは大へん体裁はいいけれども科学者

はこういうnetworkなどは使っておらんという意見で

した。科学者というものは大部分は，科学者同士のper－

sonal　communicationにdependしているのだから，

こんな仰仰しいものは何もなくても困らないという意見

の方もあります。これは，ある程度本当であります。確

かに，科学者というものは，personal　communication

にdependすることがかなり大きいわけです。しかし，

では，それですべてかというと決してそうではない。そ

れはほかの要素をその方々が忘れている。或は，あまり

にサーービスがいいから忘れているのかも知れませんし，

サービスが無いから気が付かないのかも知れません。ど

ちらだかはその人の場合によるでしう。決してNISTが

あって悪いということにはならないわけであります。

　さてこの「地方営業所」というものにつき先程から色

々申し上げましたが，我々はこれに対するいい実例を作

ろうと思っております。その一つの例としまして，多く

のお客が一一か所に集中しているという所には独立した営

業所を作るべきである。するとこういう所が現実に日本

であるかという議論になりますが，幸か不幸かそういう

ものが現在できつつあります。今日現在まだ完成しては

おりませんけれども，近いうち，2～3年のうちにでき

る大きなprobabilityがあります。それは筑波研究学園

都市というものであります。ここは科学技術情報の発生

地点であるとともに，極めて大きな情報需要地帯でもあ

りますし，ここに情報に関するセンタe・一・…を作ることは現

実の問題になっています。そしてこのセンターは一つの

「地方営業所」として扱いうる性格を持っています。
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　次に手段の問題について補足しますと，この「営業所」

と「生産工場」との間には，非常に密接なcommunica－

tionがなけれぽなりませんし，またそのcommunica－

tionを可能にするだけの技術的な手段が供給されてい

なければならないわけです。それには我々は，一つは先

程モーハー・トさんもおっしゃったように，computerの

問題があります。computerを抜きにしてこういうよう

なことは考えられません。

　従って，我々は地方営業所というような主要なunit

には，筑波のセンターもその一つですがcomputerが

皆あるということを前提にしております。但し，それは，

明日からすぐできるというわけではありませんが，最終

形態としては皆computerを持っており，しかもcom－

puterが独立に働いているのではなくて，それぞれが皆

1inkしているようなcomputerのnetworkがあると

考えます。しかし，computerだけで話が解決するわけ

ではありません。

　もう一つ大事なことは，computerは主として二次情

報を処理する非常に大きな力を持っています。しかし，

それではその一次情報が処理できません。一次情報とい

うものはつまり，物流の場合でいえば，つまり大根であ

り，魚であります。それは普通はprinted　formになっ

ているわけです。それを非常に速やかに，地域サe・一一一ビス

センターへ動かすものが必要であります。それは何か。

勿論，それは郵便ではありません。郵政省がいくら頑張

っても東京から大阪まで1時間で郵便を運べるようには，

まず当分なるまいと思います。1時間という余裕を恐ら

くこのuserは待ってくれないでしょう。ですから，非

常に高速で，その一次情報を運ぶものがオペレーティン

グセンターと地域サービスセンターの間とに必要になり

ます。そのための技術的手段について我々は現在非常に

楽観的に考えています。それは普通faxとよぶものです

けれども，このfaxで非常にhigh　speedのものがや

っと最近になって実用的に使えるような事態になりつつ

あります。例えばある種のfaxではA4の一頁が30秒

位できれいに送れます。これは我々にとってかなり満足

すべき値であると思います。勿論もっと速くすることは

可能ですけれど，それは逆に通信のcostを非常に高く

しますのであまり好ましくありません。で，ここにあげ

ましたものは現在技術的に完全に可能であり，且つもう

1～2年中にかなり大規模に実用的なcostで使えるよう

になっていきます。そういうようなことを考えますと，実

はここでネットワークの各種の要素間を結ぶものの大部

分は，いわゆる電気通信回線になるという風に私は理解

しています。その通信回線とは従来は細々と電話が通じ

る線のことだったわけです。今はそうではありません。

これはcomPuterのsigna1も自由に走ります。それか

ら，high　speedということは，その1ineに期待され

る通信のbandwidthすなわち帯域幅が非常に大きいと

いうことで，現実には48キロヘルツを必要とします。

これは，電話に比較しますと，電話は4キロヘルツです

から，この24倍ということですが，それは現在では申込

めばつくようになりました。何の苦労もないわけなんで

す。将来そういうものが各営業所間を結ぶようになるん

だと考えていただきたい。勿論，それを補うために，郵

便もあればトラックもあるということで，勿論結構で

すけれども，将来像としては電気通信回線が，主要な

COmmUniCatiOnの手段（媒体）になると私は考えてお

ります。

　以上のような考え方のもとで，この構想が多くの人の

協力によって作られたのであります。今後は，これを具

体化する仕事を何年間かにわたって辛抱強くやることが

大切であろうと思います。我々は10年かかっても全然構

わないと思っております。その位かからなけれぽこの位

のことはできないと思います。ですから皆さん方も，こ

ういう大きなimageを自分達も利用しなけれぽ損だ，

それから自分達がその中に入ってこの一構成員になると

いうことも必要です。そして利益を汲み取ることが必要

であります。しかもそれは可能であります。我々はこう

いう長期の目を持ってこの大きなシステムを育ててゆき

たいと考えているわけです。

　長時間にわたってご静聴ありがとうございました。

一　71　一


